
 

当院の院内がん登録について（2020年） 

 

 下記のデータは、国立がんセンターが集計した「2020 年全国集計報告書」を元に、がん診療連

携拠点病院の「全国の平均値」と「神奈川県の平均値」を、当院の集計値と比較したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 院内がん登録とは 】 

 病院で診断されたり、治療されたりした患者さんのがんについての情報を、診療科を問わず病

院全体で集め、がん診療がどのように行われているかを登録しています。 

この情報は「院内がん登録の実施に係わる指針（厚労省告示第 470号）」に則り、国立がんセン

ターに情報提供することで、国のがん対策に協力しています。 

当院では、国が定める「院内がん登録標準登録様式」に準拠して登録を行っており、部位・組

織分類には「国際疾病分類-腫瘍学第 3版（一部改正 2012）」を、病期（ステージ）分類は「UICC 

TNM 悪性腫瘍の分類 第 8版」を使用しています。 

がん登録を行う病院が同じ項目を登録することにより、他病院と比較することが可能となり、

当院の状況や特徴が解るようになります。  

 

 

【 個人情報の取り扱いについて 】 

収集された院内がん登録情報（個人情報）は、個人情報保護法に基づき適正に取り扱い、保護、

管理しています。 

 以上のことについて、ご同意いただけない場合は、その旨を総合案内（診療情報管理科）まで

お申し出ください。お申し出のない場合は、ご同意いただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

なお、これらのお申し出は、後からいつでも撤回、変更することができます。 

 

 

 

当院の特徴 

・高齢のがん患者さんが多い。 

・当院で診断された患者の 80％以上が、当院で治療を行っている。 

・他病院と比較すると、「膵臓」「乳房」「前立腺」の件数が多い。 

・全国的に、各病院の登録数が 2019 年と比較し減少したが、当院は増加している。 
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全国集計報告 

データ 

2020 年 

当院が登録した 

データ 

2019 年 

当院が登録した 

データ 

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ 

 
年間比較 

 



1. 登録件数・部位別登録割合 

神奈川県の院内がん登録数は東京・大阪に次いで全国 3位となっています。 

院内がん登録を提出している病院（がん診療連携拠点病院等、都道府県推薦病院、小児がん

拠点病院、任意病院）の 1施設当たりの 全国の登録件数の中央値（2020年）は 931件です。 

 2020年報告 当院の登録件数 

全国平均 県平均 2018年 2019年 2020年 

登録件数 1,173件 1,600件 1,656件 1,700件 1,730件 

 

部位別の 2020年当院の登録件数と県平均値と全国平均値（全提出病院）の比較では、 

 「胃」「大腸」「肝臓（肝内胆管含む）」「胆嚢・胆管」「膵臓」「乳房」「子宮体部」「前

立腺」「膀胱」「人尿路」「甲状腺」「多発性骨髄腫」「白血病」の件数は、全国及び県

平均値より多い。 

 「食道」「肺」「卵巣」「脳神経」「悪性リンパ腫」の件数は、全国平均値より多い。 

 

 

 2020 年の当院で多い部位の割合順は、「大腸」が 15.7％、「乳房」が 13.0％、「前立腺」

10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胃 

大腸 

肝臓 

（肝内胆

管含む） 

肺 

乳房 

膵臓 

前立腺 

膀胱 

子宮 
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当院の部位別登録件数 2020年 

N=1,730 
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当院の部位別登録件数 2019年 

N=1,700 



2. 年齢の割合 

当院の診断症例の 平均年齢は、2019 年では 71.7歳、2020年では 72歳 です。 

2019 年の全国の平均年齢では 70.5 歳となっており、当院は、全国平均よりも高齢ながん患者

を診ていることになります。 

 

 

3. 症例区分 

 症例区分は、がん診療連携拠点病院が、がん診断から再発治療までの一連の治療の流れで、主

にどのような役割を担っているかを推察するための項目です。 

「当院で診断し、治療した」と「他院で診断し、当院で治療した」を合わせた患者数の割合は、

2020 年の全国中央値は 80.2％です。当院は、2019 年は 84.4％、2020 年は 83.8％と高い値 にな

っています。 

したがって、がんと診断され、当院に来院された患者の約 85％の方に、初回治療を提供してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

当院2019年 

当院2020年 

6階級年齢別 年間比較（2019年・2020年） 

0-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80-歳 

N=1,700 

N=1,730 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

当院2019年 

当院2020年 

症例区分 年間比較（2019年・2020年） 

診断のみの症例 当院で診断し、治療した 他院診断し、当院で治療した 

他院で治療開始後に治療 その他 

N=1, 700 

N=1,730 



4. 来院経路 

来院経路は患者がどのような経路を経て当院を受診されたかを把握し、地域においてどのよう

な機能を担っているか、「他の医療機関との関係」を推察するための項目です。 

2020 年の全国集計では、「他院からの紹介」が中央値 66.0％です。当院では「他院から紹介」

が 2019 年は 65％、2020年も同様に 65％となっています。 

 

 

5. 発見経緯 

 発見経緯は、来院経路とは異なり、当該腫瘍が診断される発端となった状況を把握する項目で

す。何らかの症状があり、病院を受診して診断された場合には「その他・不明」に含まれます。 

「がん検診等」の割合は、症状受診前に発見された患者の指標の一つとなります。 

 「がん検診等」で発見された割合は、2020 年の全国平均値 13.2％、中央値 13.0％です。 

当院では 2020年は 12.0％、2019年は 12.8％となっています。 

 

当院「発見経緯」臓器別割合 2019年・2020年 

  がん検診等 
他疾患の 

経過観察中 
剖検で発見 

その他・ 

不明 

登録年 2019 2020 2019 2020 2019 2020 2019 2020 

胃 10.3% 8.0% 49.7% 45.0% 0.0% 0.0% 40.0% 47.0% 

大腸 12.6% 13.0% 57.3% 37.0% 0.0% 0.0% 30.1% 50.0% 

肝臓 0.0% 0.0% 67.6% 68.0% 0.0% 0.0% 32.4% 32.0% 

肺 12.3% 14.0% 48.6% 43.0% 0.0% 0.0% 39.1% 43.0% 

乳房 28.5% 21.0% 24.8% 26.0% 0.0% 0.0% 46.7% 53.0% 

前立腺 23.5% 30.0% 57.5% 41.0% 0.0% 0.0% 19.0% 30.0% 

子宮 25.0% 16.0% 26.3% 30.0% 0.0% 0.0% 48.7% 54.0% 

その他 2.8% 4.0% 44.6% 37.0% 0.0% 0.0% 52.6% 59.0% 

全部位 12.8% 12.0% 45.6% 38.0% 0.0% 0.0% 41.6% 50.0% 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

当院2019年 

当院2020年 

来院経路 年間比較（2019年・2020年） 

他院より紹介 自主的に来院 

当該施設にて他疾患の経過観察中 剖検にて 

その他 

N=1,730 

N=1, 700 



6. 2020年の主要部位のステージ分類と治療方法の割合 

当院にて、初回治療を開始した症例のうち、5大がんかつ、件数の多い部位を掲載しています。 

また、集計の対象は下記の通りです。 

・当院で初回治療を開始した症例 

・各部位に発生した主に上皮性のがん（癌腫） 

 

 

【ステージについて】 

 ステージ（病期）とは、「がん」がどれくらい進行しているのかを表します。患者の予後に影響

を与える重要な要因で、最も早期のステージ０期（０期がない部位もある）からⅠ期→Ⅱ期→Ⅲ

期→Ⅳ期となり、Ⅳ期が最も進行している状態となります。 

 

・「治療前ステージ」 

・・・治療前検査の診断で分類されたもの 

・「術後病理学的ステージ」 

・・・手術後の病理検査の情報を踏まえて分類されたもの 

※手術前に治療（化学療法等）を実施した場合は、「該当なし」に分類 

            

  

【治療方法の分類】 

当院で行った初回の治療を、下記のとおりに分類します。 

 

・｢手術｣…開腹手術や腹腔鏡や胸腔鏡など鏡視下手術 

・｢内視鏡｣…胃カメラや大腸カメラで切除した治療 

・｢薬物｣…化学療法・内分泌療法・免疫療法など薬剤を投与した治療 

・｢放射線｣…放射線治療（リニアック）など 

・｢その他の治療｣…レーザー治療や動脈塞栓術などの治療 

・「他の組み合わせ」…「その他の治療」のみや「放射線」+「その他の治療」など 

・「治療無し」…症状緩和を目的とした治療や経過観察のみを含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



① 胃 

 

 

 

 

② 肝臓 

 

 

 

 

 

Ⅰ期 
Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=142 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

手術なし 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=142 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

胃 

当院の治療方法の割合 手術のみ 
内視鏡のみ 
手術+内視鏡 
放射線のみ 
薬物のみ 
手術/内視鏡+薬物 
治療無し 

N=142 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=27 

Ⅱ期 
Ⅲ期 

Ⅳ期 

手術なし 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=27 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

肝臓 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

薬物のみ 

薬物+その他 

他の組み合わせ 

治療無し 

N=27 



③ 大腸 

 

 

 

 

④ 肺 

 

 

 

 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=238 

０期 

Ⅰ期 
Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 
手
術
な
し 

該当せ

ず 

術後病理学的ステージ分類 

N=238 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

大腸 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

内視鏡のみ 

手術+内視鏡 

薬物のみ 

放射線+薬物 

手術/内視鏡+薬物 

治療無し N=238 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=１１7 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

手術なし 

術後病理学的ステージ分類 

N=１１7 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

肺 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

放射線のみ 

薬物のみ 

放射線+薬物 

手術/内視鏡+放射線 

手術/内視鏡+薬物 

治療無し 
N=１１7 

 



⑤ 乳房 

 

 

 

 

⑥ 膵臓 

 

 

 

 

 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=202 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

手術なし 
該当

せず 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=202 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

乳房 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

薬物のみ 

手術/内視鏡+放射線 

手術/内視鏡+薬物 

手術/内視鏡+放射線+薬物 

治療無し 

N=202 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=52 

０期 

Ⅱ期 
Ⅳ期 

手術なし 

該当なし 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=52 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

膵臓 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

薬物のみ 

手術/内視鏡+薬物 

治療無し 

N=52 



⑦ 前立腺 

 

 

 

 

⑦ 膀胱 

 

 

 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=157 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

手術なし 

該当なし 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=157 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

前立腺 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

薬物のみ 

放射線+薬物 

手術/内視鏡+薬物 

他の組み合わせ 

治療無し 
N=157 

０期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=69 

０期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 
Ⅳ期 

不明 

手術なし 該当せ

ず 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=69 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

膀胱 

当院の治療方法の割合 手術のみ 

内視鏡のみ 

手術+内視鏡 

手術/内視鏡+放射線 

手術/内視鏡+薬物 

他の組み合わせ 

N=69 



⑧ 子宮頚部 

 

 

 

 

⑧ 子宮体部 

 

 

 

 

 

０期 

Ⅰ期 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=26 

０期 

Ⅰ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=26 

88% 90% 92% 94% 96% 98% 100% 

子宮

頸部 

当院の治療方法の割合 

手術のみ 

内視鏡のみ 

手術/内視鏡+放射線+薬物 

N=26 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=38 

Ⅰ期 
Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

 

手術なし 該当なし 

術後病理学的ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=38 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

子宮

体部 

当院の治療方法の割合 

手術のみ 

手術/内視鏡+薬物 

治療無し 

N=38 



⑧ 悪性リンパ腫 

 

 

 

 

⑨ 白血病 

 

 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

Ⅲ期 

Ⅳ期 

不明 

治療前ｽﾃｰｼﾞ分類 

N=38 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

悪性リ

ンパ

腫 

当院の治療方法の割合 
放射線のみ 

薬物のみ 

放射線+薬物 

手術/内視鏡+薬物 

治療無し 

N=38 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

白血

病 

当院の治療方法の割合 

薬物のみ 

治療無し 

N=26 
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